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　添田中学校立志式が３月４日、校舎３階の
多目的ホールで行われました。かつての元服
を迎える数え年で15歳の中学２年生が、精神
的に大人になるこの時期に志をたて、20歳の
自分への手紙「二十歳のキミへ」を書く立志
式で、学年を代表して６人の児童が手紙を発
表しました。教師になる夢を持つ森田龍之介
さんは「小学校５、６年生の時の先生が厳し
くも優しく、メリハリがあってとてもかっこ
よく、教師になりたいと思いました。今はバ
ドミントンに夢中で、同級生と頑張っていま
す」と発表。立志式で書かれた手紙は６年後
の二十歳のつどいで手渡されます。

14歳の決意　未来へつなぐ手紙↓「勉強は難しいけど頑張ってたくさんの知識をつけて教師になり、親孝行をしたい」と決意を述べた森田さん

たくさんの巨大なシャボン玉に大興奮 ↓鎖と扇風機でたくさんのシャボン玉が作られ、児童たちは割ったり吹いたり楽しんでいました

　３月20日、町立児童館で「バブリン先生の
サイエンスバブルショー」が開催され、50人
の児童や保護者が参加しました。シャボン玉
とともに会場に登場したバブリン先生は、牛
乳パックやハサミなど身近なものを使ってい
ろいろな大きさのシャボン玉や、水蒸気入り
の白いシャボン玉を作っていき
ます。ショーの最後は、大きな
シャボン玉の中に児童が入り記
念撮影。参加した安藤花さんは
「初めてシャボン玉に入って、と
ても楽しかった」と満面の笑顔
で話してくれました。

水が少ない場所で工夫をこらした水利確保

↑５月頃まで空気が乾燥します。火のもとに十分注意を

　３月１日から
の春の火災予防
運動の一環とし
て、１日に添田
公園横にある添
田小中学校付近
での林野火災を
想定した火災防
ぎょ訓練が行わ
れました。訓練
では不動池から池の水を少雨の影響により水位が下がっ
ている不動川に流し込み、河川の水位を上げ水利を確保
し放水を行うなど、消防団の連携を確認しました。

心踊る演奏　春の音楽プレゼント↓最初は大きな音にビックリしていた児童も最後は楽しく手をたたいたり踊ったりしていました

　精華女子高等学校（福岡市）吹奏楽部のコン
サートが３月11日、オークホールで開催され
ました。（一財）添田福祉会主催で行われたコ
ンサートは町内の保育園児や添田小学校１～
３年生など約350人が参加。全日本吹奏楽コン
クールや全日本マーチングコンテストで金賞
を受賞し、全国トップクラスの演奏力を誇る
精華女子吹奏楽部の演奏は、アニメなどのバ
ラエティに富んだ楽曲で、時間とともに会場
は大盛り上がり。フルートやチューバなどの
楽器紹介や、３月生まれの児童たちへの誕生
日演奏、歌やダンスも織り交ぜられ、参加し
た児童たちは楽しそうに聞き入っていました。

　添田町商工会女性部長の武貞眞弓さん（岩
瀬）が部員の増強や女性の活躍推進を行い、
町の商工業の発展に多大な貢献をしたとして
中小企業庁長官から表彰されたことを３月16
日に寺西町長に報告しました。ふる里まつり
で出店するバザーの売り上げの一部を災害被
災地へ寄付したり、盲導犬募金活動を積極的
に行っている商工会女性部。武貞部長は「女
性の活躍が家庭の充実につながり、各々の事
業の売り上げを伸ばすことで町の振興の一助
になればと思っています。これからも女性部
員と協力して地域貢献活動に積極的に取り組
んでいきます」と笑顔で話してくれました。

女性の力で添田町を活性化 ↓「日頃の活動が認められ、九州では添田町商工会女性部が唯一の表彰でした」と喜びを報告した武貞部長㊧

交流で生まれた町の魅力を奏でる音楽

↑圧巻の演奏にスタンディングオベーションに包まれた会場

　オークホール
で３月１日、日
田彦山線沿線の
地域振興や移住
定住促進を目的
としたコンサー
トが開かれまし
た。３人の作曲
家が添田町と東
峰村に滞在して
生まれた楽曲を宮川彬良さんと九州交響楽団の演奏で初
披露。最後は宮川さん作曲のマツケンサンバⅡが演奏さ
れ、３年目のコンサートも大盛り上がりとなりました。
※AIR事業…Artist In Residence（アーティス・イン・レジデンス）の略

心のつながりで人口減少に立ち向かおう

↑アイデアを発表し合う参加者と講師の東さん㊥

　３月22日、津
野公民館で島根
県地域研究セン
ターの東良太さ
んを講師に「み
んなで話そうこ
れからの津野」
が開かれました。
モデル地区とし
て小さな拠点づ
くりに取り組んでいる津野地域。先進地である島根県の
取り組みを聞いた後、周りの人を良い意味で唆

そそのか

して関わ
りをもってもらうためのアイデアを出し合いました。

↑体よりも大きなシャボン玉に大興奮の児童たち

　３月15日、添
田町・みやこ町・
行橋市・赤村で
構成する今川流
域市町村連絡協
議会の主催で油
木ダム周辺の美
化活動が行われ
ました。活動に
は津野地域の皆
さんや各市町村の環境団体、ヤマト運輸のボランティア
など100人以上が参加。ダムの周辺に捨てられた空き缶や
ペットボトルなどを１時間にわたって拾い集めました。

美しい環境をみんなで守り続けよう

↑ごみを拾う参加者。170kgのごみが集まりました


